
ｉｌｌｊ外研修柵'了

ドイツ海外研修報告（キャリア教育）

Ｉ研究の内容

教育課題研修脂禅桁ｉｌｊ外派〕世プログラムで，’(）））’’１１～２２’’まで，ドイツのキャリ

ア教育と複線'''9学佼Iljll度について研修をして参りました、

１研修調査団の研究課題

（，）ドイツのキャリア教f'｢と腹線'１！]学佼m１１度

（２）キャリア敬ｆｉを文える|Ｍ１係諸機関のｲＥりノノ

（３）職業とガイダンス（キャリア教育）における}'二会｢'<｣対応能ﾉノ（ﾉ|ﾐきるノノ）

２調査団の調査方法

｜亭~FEFFTFn：Ｍ畔佼ＪＷ中i‘:佼Ｊ１に幹学校，フンボルト人Ｗ)５佼訪illl

liFTW雨Knml:労Ｍｌ,ﾙ川卿[会而ｉＭ各１１１文部大Ｉｌｉ会議，ツj(jill総li川の４カ脚｢訪'１１１
の()ヵ所を訪l1Ilし，ｉＭ化授業参観，意見交換等により，訓iIiﾐ(ﾘﾄﾂﾞﾋﾞを進めた、

研究の成果とまとめ

１ドイツのキャリア教育と複線的学校制度について

ドイツＩＴｔ，ｌ(｝州から／,どる述｝ll共『Ⅱ国で(;)ろ、’14校iliU度については，各)'１に文部行が

ありｲll1l11のカリキュラムによる敬育を行っているが，Ｉﾉﾘ秤的にIli要なものについては，

各州文部大||〔会識において，」{ﾐjnD化を図っていろ、また，１１/Ｍ)iii線的な学校ilj1度と

異なり，ノ,LIiMj学校（(1｢,,,,(鵬(，ｈｕｌ（１）で４学ｲ|皇を終えたⅢＭ１で，（iilをめざ〒)-かによって

進路を選'１〈し，入学進{.)::を布望=１－るギムナジウム（(}ｙｍ１Ｍ,開ｉｕＩｎ），Ｗ/門職種への就労

をb/)ざす」,L絆学佼（ｌＩＩｌｕｌ)ｕＩＨ(9ｌ１ｕｌ(1)，この２つの''''11]に位世し，公務員や企業等に就

職することをめざﾏけさ科学校（l((wlls〔?ｈｕｌ(1)，ＩＮＩｉ広い進路選択ができる総合Ilill学校

（(}(F筒;,mls(P1lul()）。Ｌ１つを進蹄選択する複線的な学校Ilill座となっている．

２キャリア教育を支える関係諸機関について

１１本のキャリア数行に通じる，デュアルシステム（二元iliﾘ職業IIill座）に代表される

職業教育については，ｌｌ１ｌｌｌ:の教会で(/)作業から始まり，ｌ()(;()イドの|｢Iillイドイツによる「職

業教育法」の制定により，体系化された教育として腿(ｌＩｌｉされた,、この法律に基づき，

子どもたちのⅢiii業''１(jなニーズと企業ニーズの双ﾉﾉによるlIiMi業体験・IIiil(業訓練が，関係

機関との連桃により行われているシili場主義化，グローバル化の流れ，移民のl(1)jllに

より，課題も（|zじてきていろ`、また，ｌｉｌｌＵｌの進蹄選'１<における弊惑(此じてきており，

学校・家庭・地域it会・企業・')L)係諸機関の連挑のﾘｶＩ化がlZ1られている、

３日本のキャリア教育へ

１１本においては，１２｛'２１１１１の体系化されたキャリア数行の充実が求められている、ド

イツにおけるマイスターIli'|を核とす‐ろ職業教育とは，ＩＩｉｌｉ史的・社会''１りなｲ;'１連が大きい

が，学校・家庭・地域「|:会・企業（!|『業所）・関係機関の地域１J|:を４Ｍ､した連携を進め

ていくことが大変TlI要でル)Ｚｌ

（１１）'''1､学校竹川和彦）
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